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 研究要旨 
 神経内科における視覚聴覚二重障害の診断−フォロー体制がどのようになっているかを提示し、現
状における課題を抽出した。受診理由の大半は視覚、聴覚における機能不全の有無に関わらず、発達
遅滞（精神および運動）、てんかん、不随意運動、発達障害一般の患者である。診断に際しては病歴
聴取と神経診断学に従った絞り込みと並行して神経放射線画像と遺伝学的検査を必要に応じて行う。
視覚聴覚二重障害のケアもそれ以外の症状と同様に総合的な取り組みの中で患者家族のニーズにあっ
たものにする必要がある。 
 
 
 

Ａ．研究目的 
 神経内科が視覚聴覚二重障害の診断−フォ
ロー体制の確立のため何ができているか、
今後何を成すべきかをみるために現状を提
示し、今後の課題を抽出した。 
 
Ｂ．研究方法 
 当センターにおいて神経内科が行ってい
る診療体系（診断から長期フォローアップ
まで）の現状をまとめた。 
 
(倫理面への配慮) 
 本研究にかかわる疾患の遺伝子診断に関
しては当センターの倫理委員会の承認を受
けている。 
 
Ｃ．研究結果   
 当センターの機能としては①全国より各
専門診療科へいわゆる“難病”、“難治症
例”、”セカンドオピニオン“といった高
度な医療や診断を求めて小児希少疾患が集
約される、②地域からの紹介についても幅
広く受け入れを行っている、③救急外来に
ついては24時間365日体制で1次から3次医療
まで提供していることが特徴である。。受
診理由の大半は視覚、聴覚における機能不
全の有無に関わらず、発達遅滞（精神およ
び運動）、てんかん、不随意運動、発達障
害一般の患者である。その中で神経内科は

病歴聴取と神経診断学に従った絞り込みと
並行して神経放射線画像と遺伝学的検査を
必要に応じて行う。様々な主訴で訪れる患
者の全体像の中で「診断」は治療とケア、
支援の始まりである。根本的な治療法がな
い疾患の方が、まだはるかに多いが、治ら
ないが故に何ができるかという課題も神経
発達に関わるものの重要なミッションであ
る。 
 
Ｄ．考察 
 以上の結果をふまえ、今後の課題として 
①神経症候学のさらなる精緻化 
②神経症候学・神経画像・遺伝子診断から
なる診断スキルの向上 
③当センターにおける視覚聴覚二重障害の
実態と治療・ケアの共有化 
④医療のみでなく教育・就労・福祉まで視
野に入れたフォローの組織化 
⑤これらの広報、患者家族会活動の支援 
以上が検討すべき課題として挙げられる。 
 視覚聴覚二重障害のケアもそれ以外の症
状と同様に総合的な取り組みの中で患者家
族のニーズにあったものにする必要があ
る。 
 
Ｅ．結論 
 視覚聴覚二重障害のケアもそれ以外の症
状と同様に総合的な取り組みの中で患者家
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族のニーズにあったものにする必要があ
る。 
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